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研究成果の概要（和文）：文中の語の間の関係は、通例、構造的に結束性があるが、その結束性
が他の語句によって一時的に「分断」されることがある。本研究は、[1] 統語論、[2] 意味論・
語用論、[3] 音声学、[4] 心理言語学の 4 つのモジュールにおいて、「分断」から「結束性」が
復元される仕組みを調査した。その結果、どのモジュールにおいても分断は一種の「引用」の
ように扱われ、結束的構造が部分的に「保留」され、その後「再構築」を経て、解釈される傾
向があることが明らかになった。 
 
研究成果の概要（英文）：A sentence in general is made of structurally coherent relationships between 
its constituents; however, in many cases, some other constituents interfere with such a coherent 
relationship. We have investigated how a coherence is recovered from an interference, from four 
theoretical perspectives: [1] syntax, [2] semantico-pragmatics, [3] phonetics and [4] psycholinguistics. 
Our investigation revealed  that interfering phrases in a coherent relationship function like quotations 
and that interpretation of such a structure involves processes of pausing the on-going structural analysis 
and reconstructing it when the interference is resolved. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) [統語論の立場から] (有村) 
Luizi Rizzi (1996) の論文以降、統語地図学

（cartography）の観点から CP 構造の左端に
生じる要素の配列と意味関係について注目
されるようになっている。その点から英語の
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非制限関係節（non-restrictive relative clause）
を再検討できないか考えた。 
 
(2) [意味論・語用論の立場から] (中島) 
節の分断現象は、主として Noh (2000)などが
関連性理論の立場からメタ表示の問題、ある
いは、echoic use の問題として分析されてい
た。しかし、このような純粋に語用論的な分
析では、Lycan (2000)が指摘するように
Performadox と呼ばれる意味論的問題は完全
には解決できなかった。 
 
(3) [音声学・音韻論の立場から] (福島) 
挿入句の音響特性について、Bolinger (1989)
は「主節に比べてピッチが低く、その前後に
休止を伴い、上昇調を持つ」と説明している。
ピッチが低くなるのは挿入句全体にわたる
のか否か、休止は無音でなければならないの
か否か、また調子に関しても常に上昇調にな
るのか否かをはっきりさせる必要がある。こ
れと同時に、これら３つの手段は必須要素な
のか、それとも選択的なのかを明確にしたい。 
 
(4)[文理解の立場から] (中谷) 
節が別の節により「分断」される構造を人間
の処理機構がどのように処理するかという
問題は、分野の黎明期から活発に取り上げら
れてきた（Yngve (1960), Chomsky & Miller 
(1963), Kimball (1973) に始まる中央埋め込み
文の研究や、Frazier (1978) から始まる局所的
曖昧性の処理の研究など）。近年の日英対照
研究では、それまで気付かれなかった問題が
浮き彫りになっていた。 
 
 
２．研究の目的 
(1) [統語論の立場から] (有村) 
第一に、CP の統語地図をどう捉えるべきか
Rizzi (1996) 等の論文を読んで、それと英語
の非制限的関係節の分析とどのように関わ
るか考える。第二に、非制限的関係節と統語
的にペアをなす制限関係節と同類とみなさ
れることが多かったように思われるが、両者
の共通点と相違点を明らかにし、新たな統語
分析方法を考える。 
 
(2) [意味論・語用論の立場から] (中島) 
従来の意味論と語用論とを峻別する分析法
ではなく、Barwise and Perry (1983) によって
提唱された 状況意味論 (situation semantics) 
の枠組みで、節の分断現象に関する様々な問
題を一挙に解決することを目指す。 
 
(3) [音声学・音韻論の立場から] (福島) 
挿入句が主節には属していないこと（独立し
た音調句であること）を示す音響信号に、主
要なものと２次的なものがあるのかどうか

を探る。特に、声質を変化させることが、挿
入句の独立性を保証する可能性があること
を確かめたい。 
 
(4)[文理解の立場から] (中谷) 
項・述語の分断の、処理に与える影響が日英
語でどのように違うのかを、また、どのよう
な条件にて違いが観られるようになるのか
を行動実験により検証しつつ、「分断と結束
性」の処理機序の解明に貢献したい。 
 
 
３．研究の方法 
(1) [統語論の立場から] (有村)   
非 制 限 的 関 係 節 研 究 の 先 駆 者 と し て
McCawley (1998), Emonds (1979)をあげ、その
分析の意義と問題点を検討し、インターネッ
トを通じて様々な（これまであまり問題にさ
れなかった）現象を「発話内力」（illocutionary 
force）の観点から検討した。 
 
(2) [意味論・語用論の立場から] (中島) 
節の分断現象に関する英語の事例を収集し
分析を行った。一方、「遂行文」についての
Austin と Lewis の相反する考え方の再検討、
「判断」や「認識様相」といった認識論的概
念を考察し分析の基礎固めを行った。 
 
(3) [音声学・音韻論の立場から] (福島) 
様々な文献から集めた挿入句を含む文を読
み上げ資料とし、イギリス英語話者（ロンド
ン周辺居住者）の朗読をサンプルとした。サ
ンプルの分析に使用したソフトウェアは
Macquirer (R & D Scicon 社)や WASP (ロンド
ン大学提供)である。休止の存在、ピッチの変
化や調子に加えて、挿入句末端の声質を分析
対象とした。 
 
(4)[文理解の立場から] (中谷) 
コンピュータを使った非蓄積型ムービン
グ・ウィンドウ自己制御読文実験の遂行とそ
のデータ分析を基本とする。これは実験協力
者にコンピュータのモニタ上において隠さ
れている文を、ボタンを押すことによってセ
グメントごと（典型的には単語ごと）に読み
進めてもらうもので、ボタンを押すタイミン
グを記録し、実験協力者がどのセグメントに
どれくらいの時間をかけたかを調査するも
のである。コントロール文とターゲット文の
読み時間の差を比較することにより、どうい
う要因が文のどの箇所で読みの遅延を引き
起こしたかを知ることができる。 
 
 
４．研究成果 
(1) [統語論の立場から] (有村) 
英語における非制限関係節の様々な統語現



象を見ると、その構造自体が厳密な意味での
関係節化形成規則によって生じているので
はなく、話題化規則によって生じたものと考
えた方が自然な説明が可能となると論じた。
この観察は、She may have her parents with her, 
in which case where am I going to sleep?（彼女
は母親と同居するだろうが、その時私はどこ
で寝ればいいのだろうか）という種類の例に
基づく。つまり、一般的な制限関係節などに
おいては、その節は[+Declarative]でなければ
ならないのに対して、非制限関係節において
は選択が極めて自由であるということを示
していると言える。またこのような選択上の
制限が見られないという事実は、非制限関係
節が「主節」として扱われているということ
も意味する。そして、このことは、話題化が
特殊な環境を除くと主節で生じるのが最も
無標であるという事実とも一致する。しかし、
一方で、非制限関係節が従属節であることも
また疑いのない事実である。この一見してパ
ラドックスとも言える事態は、非制限関係節
を独立文として主節とパラレルに派生し、ス
ペルアウト以降において両者が合体すると
いう句構造形成に関する問題とも関連して
いると論じた。 
 
(2) [意味論・語用論の立場から] (中島) 
分断の生じた副詞節と主節との関係は、直接
話法における伝達節と非伝達節との関係と
同種のものとして分析することによって意
味論的・語用論的問題がすべて解決するとの
結論に達した。そしてこの結論に基づき、状
況意味論の枠組みで分断の生じた構文を分
析するとどうなるかを示した。その際、通常
の直接話法とは異なり、非伝達部に相当する
主節は、例示として発話されていると同時に、
真正の発話行為としても発話されている、い
わゆる Recanati のいう hybrid use の一例であ
るとして処理した。分断の生じた構文の主節
を直接話法における非伝達節と同種のもの
と捉えることは主節を一種の「引用節」と見
なすことを意味するが、今後の研究課題とし
て、引用節の意味論的・語用論的分析を進め
ていけば、分断現象がさらに明らかになると
予想される。 
 
(3) [音声学・音韻論の立場から] (福島) 
結論的に言うと、挿入句が独立した音調句で
あることを示す音響信号は、挿入句の種類に
よって使い分けられている可能性があるこ
とを否定できない。例えば休止の存在は、挿
入句がむしろ短い場合に多用され、逆に長い
挿入句の場合、休止の存在は頻度が落ちる。
音調の種類についても、上昇調以外に下降上
昇調も使われる。興味深いことは、挿入句が
主節と同格の場合は音調の一致が見られる
が、伝達節が挿入された場合に音調の一致は

むしろ稀であることであった。挿入句の文法
構造も、使われる信号を左右するらしく、挿
入句が伝達節の場合，無音休止の存在は認め
がたいが、挿入句の末端部分できしみ声が生
じる例が見られ、この声音は「終結を示す声
音」と看做しうる。きしみ声が生じるのは、
発話速度とピッチの減衰により引き起こさ
れたとも考えうるから、無音ではない「疑似
休止」が用いられている可能性が高いと思わ
れる。今後の課題として、挿入句を示す音響
信号の選択が、話者の恣意的な選択に委ねら
れていないかどうかを吟味する必要がある。 
 
(4)[文理解の立場から] (中谷) 
中央埋め込み文に関して、日本語においては
補語節の中央埋め込みによる処理分断の効
果が動詞において見られなかったが、否定対
極表現と否定辞の線形順序における距離の
大小（局所性）がリアルタイム文理解に与え
る影響を調査したところ、読み時間に対する
局所性の効果を示唆するデータを得た。これ
により、項と述語のθ関係に分断効果が観察
されない日本語においても、他の文法依存関
係には分断効果が見られることが確かめら
れた。今後はどのようなタイプの依存関係が
どのような条件で文処理における分断効果
を生むのか、検討課題となる。 
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